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コンベンションにおける合意形成を目的とした期待分析と実証実験に関する研究 
Experiment Design to Analyze Attendees' Satisfaction of Consensus Formation in Conventions 
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This paper describes an experimental design to clarify the satisfaction of convention attendees using various sensors. Most 
of convention attendees answered that networking is one of the most important activities to attend conventions. Thus, in order 
to promote this activity, we challenge to conduct the demonstration experiment using several devices which are held by 
convention attendees.  

 

1. はじめに 
イベントツーリズムは，情報システムの利活用により多くの可

能性を持つ産業分野である．特に，コンベンションや展示会は

その実態が見えやすく，活用がしやすいフィールドとして認識さ

れている[1]．実際にコンベンションマネジメントやその事業研究

は，フィールドにおける調査分析によるアプローチにより多くの

研究成果が提供されている．コンベンションマネジメントの研究

においては，Oppermann や Chon らによるコンベンション参加者

の参加動機に関する研究がなされている[2]．主として，参加者

の個人の都合やコンベンション事業のファクター，学協会やイ

ベントのファクター，開催地のファクター，および仲介者の有無

な ど が 関 係 す る こ と が 明 ら か と さ れ て い る ． Tanford ，

Montgomery および Nelson らは，参加者の参加動機，参加者

の満足度，参加者ロイヤルティの観点で分析を行っている[3]．
当該分野における多くの研究はステークホルダーに対するアン

ケートやインタビューによる調査による仮説の評価が主である．

著者らは，これまでにコンベンション参加者を対象として，コン

ベンション参加者がコンベンションに参加する際に期待すること

について調査を行い，そこではネットワーキングに関する期待が

高いことを明らかにしている．ネットワーキングは単純に知り合い

を増やすことではなく，共同研究などの機会を増やすことが含ま

れ，それは一つの合意形成であるといえる．そこで，ネットワー

キングを促進するためのコンベンションの環境を整備し，参加者

間の合意形成を促進することを目的として，参加者のコンベン

ションにおける行動データを取得し，分析を可能となるよう，本

稿では実証実験に用いるデバイスについて紹介する．複数の

センサーを搭載した無線タグを利用したコンベンションとその事

業研究に関する方法論を示す． 

2. 期待分析 
著者らは，国際会議の参加者を対象に，日本，中国，および

米国において開催された国際会議において，参加者の国際会

議参加について期待することをアンケートにより調査を行なった．

コンベンション参加者の満足度を向上させることを目的として，

参加者がコンベンションに対して何を期待しているかについて，

複数の国で開催されたコンベンションで調査を行なった．多くの

参加者は，ネットワーキング，キャリアデベロップメント，個人的

成長がコンベンションの参加で期待していることであり，コンベン

ションにおける重要な活動であると回答している．また，合わせ

てソーシャルイベントも重要であると回答している．コンベンショ

ンにおいて，コーヒーブレイクやバンケットなどのソーシャルイベ

ントは参加者のネットワーキングやキャリアデベロップメントにお

いて重要な役割を持つ．しかし，これらのソーシャルイベントは

イベント全体のおよそ 20%以下の時間であり，参加者にとって

目的を果たすには限界がある．より参加者の満足度を向上させ

るためのコンベンションにおけるサービス内容やサービス提供

環境を解明し，より効果的なコンベンションを設計することを目

的として，本稿では，センサーを搭載した無線タグを用いたコン

ベンション参加者行動データ収集と分析に関するデバイスおよ

び実験環境について説明する． 

3. 予備実験 
国際会議 AAI（熊本市国際交流会館，2016 年 7 月 10〜14

日）のパネル討論セッションにおいて参加者の振る舞いを分析

するために，予備的位置付けとして実験を実施した．パネル討

論セッションは，国際会議の開会式，基調講演セッション，およ

びレセプションで利用される本会議場で実施した．本会議場に

は，５台のカメラ，３台のデジタルボイスレコーダーを設置し，参

加者の挙動や音声のデータを取得した．パネル討論セッション

は，会議３日目に実施された．実験に利用された具体的なデバ

イスとレイアウトおよび実験機材の配置について，次に説明する． 

3.1 レイアウトと実験機器 
図１は，会議場におけるビデオカメラとデジタルボイスレコー

ダーの配置を示している．パネル討論者およびファシリテーター

は会議場前方のステージで討論を行なった．部屋の広さは

2,368 平方フィートである．カメラ１は，メインカメラであり，会議場

前方に設置されているプロジェクタスクリーンの上部に設置され

ている．カメラ２および３はカメラ１の補助としてとしてステージの

両サイドに設置されている．カメラ４および５は入場口付近に設

置され，参加者の入退出を把握するために設置されている．３

台のデジタルボイスレコーダーは，会議場中央付近に設置され，
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カメラに付属したマイクの補助として設置されている．使用した

カメラとそのスペックは，表 1 に示されている． 
 

 
図１ デバイスの設置 

 
表１ 機材スペック 

 製品名 スペック 
カメラ１ SONY PXW-X70 1.0" type Exmor R CMOS Sensor, 

20 megapixels resolution 
カメラ２および３ SONY FDR-AX40 2.1M resolution, 4K with Exmor R 

CMOS sensor 
カメラ４および５ Panasonic HCV360M 2.1M(16:9) resolution.  
デジタルボイスレコ

ーダー 
SONY’s ICDSX2000 96KHz Linear PCM Recording 

 

3.2 オンライン討論システム 
本パネル討論においては，討論中の参加者からのリアルタイ

ムな質問やコメントを収集できるオンライン討論システムを用い

た[4][5]．パネル討論セッションにおいて，参加者はファシリテー

ターやパネリストの発言に対する賛成意見や反対意見を，オン

ライン討論システムを通して表明できる．また，従来のパネル討

論と同様に質疑の形式でも，討論者に対する質問や意見を述

べることができる．オンライン討論システムは，リアルな状況でマ

イクを用いて発言することに消極的な参加者にとって，自らの意

見を述べる有効なツールである．システムを通じて発言された

参加者の意見は，会議室前方のスクリーンにリアルタイムに映し

出される．ファシリテーターは，スクリーンに映し出された質問や

コメントを議論に反映させる．参加者は，他の参加者がポストし

た意見やコメントに返信することで，オンラインでも討論が可能

である．現実のパネル討論とオンラインでの討論のパラレルな

討論により討論が実施された． 

3.3 予備実験結果 
実証実験においては，参加者に対してオンライン討論システ

ムを用いることの有用性について複数の視点でアンケートを実

施した．その結果，次の３点が明らかとなった．（１）オンライン討

論システムは，参加者のより明確な考えを表出するための支援

として有効である点，（２）参加者にとって意見を表出する負担を

軽減することができる点，および（３）参加者にとっては，リアルな

討論よりもオンラインによる討論を好む点，の３点である． 

4. 無線タグを用いた参加者データ収集 
前章で説明した実験をより細密化するために，無線タグを用

いた実験環境を構築する．これまでに，位置情報システムに関

する研究成果が多く提案されているが，著者らは複数のセンサ

ーを搭載した無線タグを用いた位置情報，モーション情報など

の取得を目的とした環境を構築する．無線タグで取得されたデ

ータは， bluetooth により親機に送信される．wifi モジュールに

接続された親機から，wifi ルータにデータが送信され，サーバ

に格納される．無線タグと親機の通信強度により位置が特定さ

れる．無線タグには図のように加速度センサー，温度センサー，

などを含めた多数のセンサーが搭載されており，位置情報の他

に参加者の振る舞いに関するデータを取得することができる．

図 2 の(a)および(b)は実際のデバイスの写真である．無線タグ

は CC2650STK（Texas Instruments 製 [6]）である．図 2 の(c)は
親機 mbed TY51822r3 の写真である[7]．また，Wi-fi モジュー

ルは，図 2(d)に示す」ESPWROOM-02 Development Board を

用いる．無線タグは会議参加者により会議期間中を通して保持

される．Wi-fi モジュールは親機に接続され，施設の各所に配

置される．それぞれの参加者が保持する無線タグから信号が親

機に送信される．無線タグは，デジタルマイクロフォン，磁気セ

ンサー，湿度センサー，加速度センサーなど１０種類のセンサ

ーを持つ．無線タグを保持した参加者が，親機が設置されてい

るエリアに入った際に，親機との通信強度により位置が推定され

る． 
 

 
(a) 

 
(b) 

 
(c) 

 
(d) 

図２ 無線タグおよび親機 

5. おわりに 
本稿では，コンベンションにおける参加者の満足度を向上さ

せるネットワーキングを促進することを目的したコンベンション環

境整備のための予備実験とデータ取得に関する実証実験方式

について説明した．実証実験においては，各種センサーを保持

した無線タグを参加者が保持することにより，参加者の行動デ

ータを取得し，類型化することにより，より参加者間が合意形成

をはかれる場の設計を行い，今年度中に実証実験を実施する． 
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